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自己紹介

現在と過去の仕事とのつながりで

2

経歴

• 法学・政治学の勉強から図書館情報学の研究
へ

• 米国留学（2000.8-2002.5）

– ニューヨーク州 シラキュース大学

• 東京・国立情報学研究所（NII） （2004.4-
2008.12）

• 京都大学附属図書館研究開発室 （2009.1-）

3

研究テーマ・関心

• 政府情報へのアクセス

• 情報政策、文化政策

• さまざまな領域をまたいで…

– 図書館情報学

– アーカイブズ学

– 記録管理学、公文書管理

• 「MLA連携」の動向にも関心

– Museum, Library, Archives
4

図書館の「研究開発室」とは何か？

• 日本ではいくつかの国立大学図書館に置かれ
る（下は主な例）

– 九州大学

– 名古屋大学

– 筑波大学（旧・図書館情報大学と合併）

– 京都大学

• 京都大学での「研究開発室」の仕事

– 図書館業務全般に関する研究と助言

– 図書館の将来構想に関する調査と提言

– 学部学生に対する情報リテラシー教育（≒図書館利
用教育）
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なぜ（国立）大学図書館に
「研究開発室」が置かれるか

• 図書館の存在感強化の支援

– 大学の中で

– 国全体の研究活動の中で

• 図書館の新規事業・新規サービスの開拓

– 特に電子上でのサービス（機関リポジトリ、目録
（OPAC）など）について

• 現場の図書館員では手の回らない領域をカ
バー

6

国立情報学研究所（NII）とは

• 2000年設立 「独立行政法人」的位置づけ

• 2つの役割

– 情報学の研究：ソフトウェア開発、情報技術（IT）開
発、「情報と政治・経済」の研究 など…

– 「学術情報」流通の基盤の整備

• 後者の役割と、図書館との関わり

– 前身の「学術情報センター」（1986年設立）の業務
を継承

– 全国の大学図書館がもつ資料の情報を集約
→総合目録作成、相互貸借支援

– インターネット上での様々なサービス提供

7

NIIのサービス：Webcat Plus
（ウェブキャット プラス）

• 特定のテー
マに関係し
そうな本の
検索（連想
検索）

• 本の書名、
著者名など
からの検索

• 目次などの
内容の情報

• 所蔵情報 http://webcatplus.nii.ac.jp/

8

Webcat Plus Minus

• Webcat Plusの簡略版
– こちらのほうが使いやすいかも？

http://webcatplus.nii.ac.jp/pro/



広島文教女子大学2011年度司書講習「図書館資料論」授業用プリントその1

3

9

NIIのサービス：CiNii（サイニイ）

• 学術的内容をも
つ論文の検索（無
料）

• 論文本文の入手

– 論文の種類に
よって無料か有
料

– 大学が利用につ
いて契約し、利用
者は無料で入手
できる場合も

http://ci.nii.ac.jp/
10

最近の著作：『研究ベース学習』
（共著, コロナ社, 2011）

• 大学レベルの「研究・学
習の作法」「情報リテラ
シー」を解説する教科書

• 古賀は第4章「学術文

献の探索と評価」を執
筆（全5章）

11

古賀として考えたいこと
（この授業との関連も含め）

• インターネット時代における図書館の位置づ
け・役割

– 「図書館は本の所蔵・貸出が中心だからネットとは
関係ない」では済まない！

– ネット上のコンテンツのメリット・デメリットを意識し
つつ、図書館としてどう活用していくか

→ 図書館が扱う資料（図書館資料）の観点から
考える

– ここでの資料は「ネット上のコンテンツ」も含む：図
書館法第3条第1号（「電磁的記録」）参照

12

図書館資料論(0)

図書館の仕事と図書館資料論の範囲
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図書館の仕事と図書館資料論の範囲

• テキストp. 1,2を参照

• 図書館の仕事：①収集、②組織化、③管理、
④提供

↓

• ④＝「パブリックサービス」は別科目

– 図書館サービス論、情報サービス概説、レファレン
スサービス演習、情報検索演習

• ①②③＝「テクニカルサービス」

– ②は別科目：資料組織概説・演習

– ①③が「図書館資料論」の範囲

14

図示すると…

様々な図書、雑誌、資料、情報源
（公表されたもの）

図
書
館

①収集

②組織化

③管理

④提供

利用者

15

その他の科目の位置づけ
• 「図書館資料論」と「専門資料論」との違い

– 図書館資料論：「モノ」の観点から

– 専門資料論：「専門分野」「知識」の観点から

• テクニカル／パブリックサービスを含めた、図
書館の機能全体にかかわる科目
– 図書館概論、図書館経営論、児童サービス論、
情報機器論

• 図書館の機能をより広い文脈でとらえた科目
– 生涯学習概論

– 図書及び図書館史

16

考えるべきポイント(1)

• 「モノ」（本や雑誌など）の取り扱いから

「情報」の取り扱いへ

↓

• 有益な情報は、本や雑誌の中にあるとは限ら
ない、という現代

• そうした情報はインターネットやデータベース
の中にある－図書館の「外」に！
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考えるべきポイント(2)

• 公共図書館政策における「課題解決支援機
能」（課題解決型サービス）の強調

…『これからの図書館像』（文部科学省「これか
らの図書館の在り方検討協力者会議」,
2006）より

– 「これからの図書館には、住民の読書を支援す
るだけでなく、地域の課題解決に向けた取組に
必要な資料や情報を提供し、住民が日常生活を
おくる上での問題解決に必要な資料や情報を提
供するなど、地域や住民の課題解決を支援する
機能の充実が求められる。」

18

考えるべきポイント(2)続き

• 『これからの図書館像』より

–「課題解決支援機能を充実させるためには、
利用者が直面する課題や問題を的確に捉え、
市販の図書や雑誌だけでなく、地域資料や
行政資料等も含め、その解決に必要な資料
や情報を広範囲にわたって調査し、確実に
収集することが重要である。」

19

図書館資料論(1)

図書館資料の概念

20

情報と記録化

情報 記録
される
情報

持ち運び
可能な

記録情報

大量複製
可能な

記録情報
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記録情報メディアの発展史：「文字」を中心として

※記録情報メディア＝記録情報の「入れ物」

• 「記録」の前提としての「文字」

• 文字をどんな「モノ」に記録するか（書写材料）

→「紙」の有利性、「冊子本」への定着
（持ち運び可能な情報）

• 印刷術と大量複製による記録

→「書物」「図書」「本」

（記録された）知識・情報の伝播・普及

手書き文化から印刷文化へ
※「本」の作り手は比較的限られていた

（印刷・製本の手間 ／ 本の「権威」）

22

「記録情報」の新たな展開

• 文字以外の情報を記録する技術
– 写真、映画、録音→「オーディオ・ビジュアル（AV）
資料」

• メディア変換資料
– 同一の情報内容について、記録方法や材料を変
えて記録したもの

– 点字資料、マイクロ写真

– パッケージ系電子メディア：CD-ROM、DVDなど

• これらは点字資料を除き、再生機器が必要
（→記録保存の問題をはらむ）

23

情報と記録化（歴史的経過を踏まえ）

情報 記録
される
情報

持ち運び
可能な

記録情報

大量複製
可能な

記録情報

メディア（モノ）の
「進化」

新たな「進化」：
「脱メディア」？

24

図書館資料とはなにか

• 「記録情報」の重要性：経験・知識の蓄積・再
活用

• → 図書館は、蓄積された経験・知識の共有を
可能にする場

• 図書館資料＝図書館が収集し利用に供しよう
と意図する記録情報メディア

– その多くは公刊（publish）された印刷資料
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図書館資料と文書館資料
• 文書館資料＝もともと公刊を前提としなかった、
個人や組織内部の記録資料

– 時間的経過により、「歴史資料」として文書館で公開
される

• 文書館資料の組織・整理に関する原則

– 出所（しゅっしょ）原則：文書の発生源を明確にでき
るように、文書群を整理する（他の発生源をもつ文
書群と混ぜない）

– 原秩序尊重の原則：出所を同じくする文書群につい
て、それを生んだ組織の活動体系を反映している原
秩序を尊重して保存する（文書の順番やまとまりを
できるだけ変えない）

26

図書館資料と文書館資料（続き）
• そもそも、日本では文書館が普及していない

（リスト：http://www.archives.go.jp/links/index.html）

– 国レベルの公文書館：国立公文書館、外務省外交
史料館、宮内庁書陵部など

– 都道府県レベルの公文書館：30館

– 市町村レベルの公文書館：26館（全市町村の1割以
下！）

– 大学文書館：広島大、九州大など

• 公共図書館において「文書館資料」を扱うところ
も少なくない

27

文書館の今後

• 「公文書等の管理に関する法律」制定（2009年7月1
日） → 2011年4月施行「国の公文書」の管理徹底と、
国立公文書館への移管促進を図る

– 自治体にも公文書管理体制整備の努力義務を課す

• 博物館・図書館・文書館（MLA）連携の動きも

– 地域資料の側面などで

（参考文献）

小出いずみ・小川千代子編『アーカイブへのアクセス：日本の経験、
アメリカの経験』日外アソシエーツ, 2008.

松岡資明『日本の公文書』ポット出版, 2010.

松岡資明『アーカイブズが社会を変える』平凡社新書, 2011.

28

ネットワーク情報資源
・インターネットは情報の世界に大きな革命をもたらす

– 誰もが容易に、広範囲に情報発信できる

・印刷文化の３つの特性を軸にした比較 （p. 18）

– 標準化：特に出版社・編集者の役割（信頼性の保証）

– 普及性：大量複製

– 不変性：異本（いほん、標準的な「原本」に比べ語句や内容が
異なるもの p. 4）の解消

↓

• ネットワーク情報資源（電子化文化）は…

– 普及性の拡大

– 不変性の縮小（→保存・信頼性の問題）

– 標準化の縮小（→信頼性の問題）
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ネットワーク情報資源：図書館でどう扱うか
• 従来の「本」にはない有益な情報があり得る

– データベース類など

• 「本」のかたちで発行されていたものが、ネット
ワーク情報資源に置き換わる場合がある
– 百科事典、辞書、時刻表など

• 図書館がとるべき対応
– 自由なインターネット利用の場の提供

（「図書館の自由」と同様の論理で）

– リンクサービスの提供（「資料選択」と同様の論理で）
• 有料の「ネットワーク情報資源」を契約する必要も生じる

– ウェブサイトの保存
30

有用なネットワーク情報資源の例
Wikipedia（ウィキペディア 無料の「参加型」百科事典）

31

有用なネットワーク情報資源の例
JapanKnowledge + （有料の百科事典データベース）

32

リンクサービスの例
広島市立図書館 お役立ちリンク
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リンクサービスの例
鳥取県立図書館 仕事と生活に役立つリンク集

34

ウェブサイト保存の取り組みの例
国立国会図書館 インターネット資料収集保存事業

35

「消失したウェブサイト」の提示：
広島県内の合併前の市町村

36

保存されているサイトの例：
広島県布野村（現・三次市）


